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①
す
い
か
は
、
半
簿
に
切
り
、
中
の
果

肉
を
＜
り
抜
き
器
か
ス
プ
ー
ン
な

ど
で
＜
り
ぬ
＜
。

②
＜
り
抜
い
た
残
り
の
果
肉
と
果
汁

を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
ジ

ュ
ー
ス

に
す
る
。

③
水
に
砂
糖
を
入
れ
て
煮
溶
か
し
、
シ

ロ
ツ
プ
を
作
り
、
冷
ま
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。

④
②
と
③
を
含
せ
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白
玉
だ
ん
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Ａ
と
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は
、
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れ
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っ
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熱

湯
に
入
れ
て
ゆ
で
る
。
浮
き
上
が
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と
っ
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し
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お
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肉
を
＜
り
抜
い
た

「
す
い
か
の

器
」
に
①
④
⑤
を
入
れ
、
ミ
ン
ト
の

●すいか……………小 1/2玉

●シロップ… 砂糖 100g
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●白玉だんごA… 自玉粉 40g
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